
館長だより第２3号（２０２１・２） 

令和 2年度冬期企画展 

「No工具,No Life－「木の国」一万年の工具箱―」 

  

 館長だよりでコロナ感染防止について触れてから早くも一年が経過しようと

しています。周囲の状況は決して良くなりつつあるとは言えない状態で、日々

鬱々とした気分が続いております。 

新型コロナ感染防止のため、第二次緊急事態宣言が発令され、不要不急の外出

の制限、マスクの常時着用、多人数での会食禁止、県をまたいでの移動の自粛な

ど皆様方にはまことに不自由な毎日をお送りの事と拝察申し上げ、お見舞い申

し上げます。 

 

さて、和歌山県立紀伊風土記の丘では、令和 2 年度冬期企画展「No 工具,No 

Life－「木の国」一万年の工具箱―」を 1月 16日（土）～2月 28日（日｝の予

定で開催いたしております。 

 和歌山県は豊かな自然に恵まれ、現在も県の 7割以上が森林という「木の国」

であります。木材は福から建築やあらゆる生活道具の素材として利用されてき

ましたが、木製品は地中で腐食して残りにくいため、発掘調査ではあまり多くの

出土例は確認されていません。 

 ところが、平成 22年（公財）和歌山県文化財センターによって行われたすさ

み町所在の立野遺跡をはじめ、和歌山市所在の井辺遺跡の発掘調査などで良好

な残りの多種多様な木質遺物が出土しました。出土した建築部材、農具、容器、

機織具、腰掛、鎧などの木製品は弥生時代や古墳時代の人々の生活を彩とり豊か

に復元し、さらに現代とも変わらない精巧な木製品は、当時の木工技術の高さを

教えてくれます。 

 木の加工には、鑿やのこぎり、鉋、やり鉋、錐などの多様な道具が、それぞれ

の用途に大きさを変えて何種類も必要となってきます。昭和 18年に実施された

大工道具の調査では、本格的な建物を作るための大工道具（標準編成）は 179点

にも及ぶといいます。 

 古代の遺跡から出土する木工校道具は石斧や錐、やり鉋など僅かな種類しか

ありません。実は、これらの道具で木の伐採から加工までのすべての役割を担っ

ていたのです。とりわけ自然石の一部を磨いて刃部とし、木の柄にはめて作った

石斧は、出土品の中では目立った資料ではないかもしれませんが、実は万能工具

として古代の豊かな木工文化を支える立役者だったのです。 

 



 本企画展は、こうした和歌山県内の縄文時代から古墳時代を中心に、遺跡出土

木工具に注目し、その役割や技術、道具の変遷の他、出土木製品から見えてきた

当時の人々の生活など、人と木の歴史について紹介します。 

 

【展示構成と主な展示品】 

第1章 斧は万能工具―1万年の木工工具のはじまりー 

第1節 はじめに石斧あり 

丸ノミ形磨製石斧（不動寺谷遺跡出土）【紀の川市教育委員会】 

刃部磨製石斧（垣谷遺跡出土）【個人蔵：紀伊風土記の丘寄託】 

刃部磨製石斧（高山寺貝塚）【田辺市教育委員会】 

磨製石斧（川辺遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

磨製石斧（溝の口遺跡出土）【海南市教育委員会】 

磨製石斧（下芳刃部磨製石斧（養遺跡出土）【田辺市教育委員会】 

磨製石斧（大水崎遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

磨製石斧（立野遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

第2節 大陸製の新製品 

磨製石斧・石鏃・砥石・木製堅杵・やり鉋 

型（堅田遺跡出土）【御坊市教育委員会】 

磨製石斧・広鍬未製品・木製容器（太田・黒田遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

磨製石斧・板状木製品・籾すくい・木製蓋・斧柄（岡村遺跡）【海南市教育委員会】 

第2章 鉄の登場―多様化する木工工具― 

   鉄斧・鉄製やり鉋（船岡山遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

   鉄斧（旧吉備中学校校庭遺跡出土）【有田川町教育委員会】 

   鉄斧（吉田遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

   鉄製やり鉋（亀川遺跡出土）【海南市教育委員会】 

   鉄斧・やり鉋・刀子（大谷山 6 号墳・大谷山 39 号墳・前山 101 号墳出土）【和歌山

県教育委員会】 

   鉄斧・鑿（山崎山 8ー2号墳出土）【和歌山県教育委員会】 

   鉄槌（大日山 70号墳出土）【和歌山県教育委員会】 

   鉄造鉄斧（鳴神Ⅱ遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

第3章 木製品が語る古代「木の国」の暮らし 

   容器・杓子・農具・布送具ほか（立野遺跡出土）【和歌山県教育委員会】 

   木製鎧・腰掛・剣形槽・一本梯子ほか（井辺遺跡出土）【和歌山市】 

   又鍬（津奏Ⅱ遺跡出土）【和歌山市】 

   屋根形木製品・木製刀装具・四脚付盤・腰掛（鳴神Ⅱ遺跡）【和歌山県教育委員会】 

   木槌・梯子・木槽（野田・藤並地区遺跡出土）【有田川町教育委員会】 



第4章 古代以降の木工具―変化するもの、しないものー 

   台鉋（現代）【紀伊風土記の丘】 

   大鋸（現代）【紀伊風土記の丘】 

   大工道具一式（現代）【個人蔵】 

宮大工道具（儀式用）【個人蔵】 

 

【開館時間・休館日】 

 開館時間 9：00～16：30、（入館は 16；00まで） 

 休館日  毎週月曜日（月曜日が祝日または休日の場合は次の日） 

【入館料】一般 190円（20名以上団体割引 150円） 

     大学生 90円（20名以上団体割引 70円） 

     高校生以下、65 歳以上、障がい者手帳等をお持ちの方及び県内在住の留学生は

無料（証明書の提示が必要） 


